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（
そ
の
二
）

安
政
三
年

四
月

寄
託
文
書
二
七
二
号

（
一
八
五
六
年
）

行
場
道
普
請
人
足
の
寄
進
願
い

安
政
大
地
震
か
ら
三
年
弱
を
経
過
し
た
時
の
書
類
で
あ
る
。
ま
だ
復
興
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い

こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
の
文
書
は
倒
壊
し
た
諸
堂
、
寺
坊
は
藩
が
再
興
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
行
場
道

ま

（
名
所
巡
り
）

で
は
手
が
つ
か
ず
、
南
北
笠
置
村
、
広
岡
村
、
上
下
有
市
村
な
ど
に
人
足
な
ど
の
寄
進
を
願
う
も
の
で
あ

る
。出

状
者
は
笠
置
寺
寺
中
と
さ
れ
、
三
院
と
も
辛
う
じ
て
住
職
は
在
住
し
て
い
た
が
、
こ
の
二
年
後
に
は

多
聞
院
義
祥
だ
け
と
な
る
厳
し
い
現
実
が
待
っ
て
い
た
。

な
お
こ
の
書
状
は
筆
跡
か
ら
江
戸
時
代
最
後
の
福
寿
院
住
持
南
海
の
筆
に
よ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

、

、

こ
の
寄
進
依
頼
に
応
じ
て
笠
置
村
を
は
じ
め

近
隣
の
村
々
か
ら
資
力
に
合
わ
せ
て
有
力
者
は
数
人
分

資
金
の
な
い
者
は
自
身
で
人
足
と
な
り
行
場
道
の
復
旧
に
参
加
し
た
。
天
井
の
巨
岩
が
滑
り
落
ち
た
胎
内

（
上
層
部
で
組
違
い

く
ぐ
り
の
上
に
切
石
が
乗
っ
た
の
も
、
崩
れ
落
ち
た
十
三
重
塔
が
組
み
上
が
っ
た
の
も

こ
の
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

は
あ
っ
た
が
）

こ
こ
に
「
黒
鍬
」
と
い
う
の
は
土
木
工
事
な
ど
の
人
夫
の
こ
と
で
あ
る
。

原
文
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表
題

人

足

御

寄

進

覚

帳

行
場
道

御
普
請

笠
置
寺

北
笠
置
村

寺
中

抑
当
山
旧
跡
霊
地
之
儀
者
、
諸
人
知
処
候
南
利

、
然
者
去
寅
年
大
地
震

諸
堂

寺
坊
共

（
ナ
リ
か
？
）

ニ
而

并

ニ

倒
れ
、
殊

大
石
崩
れ
落
、
別

行
場
道
所
々
崩
れ
墾
き
、
彼
れ
参
詣
之
御
方
、
通
行
も
不
相
成
、
気
毒

ニ

而

ニ

奉
存
候
、
然
処
、
今
般
、
御
地
頭
様

お
ゐ
て
、
諸
堂
寺
坊
共
、
御
普
請
被
成
下
候
儀

御
座
候
、
左
候

ニ

ニ

得
者
、
右
行
場
道
其
儘
難
差
置
、
早
々
手
入
取
繕
普
請
仕
度
候
得
共
、
山
内

何

分
行
届
不
申
、
旁

ニ

ハ
而

ニ

々
心
配

付

御
互
御
迷
惑
、
別

此
時
節
柄
勧
化
等
御
願
申
上
候
儀
、
十
分
察
入
思

罷
有
候
、
扨
大
地
震
ニ

ハ

而

慮
仕
候
得
共
、
長
々
行
場
道
留
致
置
候

諸
国
参
詣
之
御
方
、
打
角
登
山
空
し
く
下
向
為
致
候
段
、
甚

ハ
而

心
外
之
事

御
座
候
、
就

追
々
右
行
場
道
、
修
理
相
加
申
度
、
仍

他
力
之
御
帰
依

以
、
右
成
就
仕

ニ

ハ
而

而

ヲ

度
候
間
、
何
卆
当
山
旧
霊
之
儀
被
思
召
、
隣
村
之
御
ち
か
ら
を
以
、
人
足
御
手
伝
御
寄
附
被
成
下
度
御
願

仕
候
、
尤
老
童
男
女

不
苦
候
間
、
宜
敷
御
心
侭
、
御
寄
進
之
程
奉
希
候
以
上

ニ
テ
モ

安
政
三
年

辰
四
月

笠
置
寺

（
一
八
五
六
年
）

㊞

寺
中
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一

黒
鍬
三
人
分

七
匁
五
分

森
嶋
治
左
衛
門

一

同
壱
人
半
分

三
匁
七
分
五
厘

嶋
屋
忠
右
衛
門

一

黒
鍬
四
人
分

室
札

拾
匁

大
矢
寅
四
郎

一

同
四
人
分

〃

拾
匁

大
坂
屋
弥
助

一

同
弐
人
分

〃

五
匁

山
村
勘
次
郎

一

黒
鍬
弐
人
分

室
札

五
匁

森
嶋
七
郎
兵
衛

一

同
四
人
分

〃

拾
匁

植
村
勝
介

一

黒
鍬
壱
人
半

柳
屋
金
兵
衛

黒
鍬
壱
人
分

代
三
匁
七
分
五
厘

一

室
札

弐
匁
五
分

木
屋
勘
兵
衛
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人
足
壱
人
半

一

三
匁

木
屋
長
五
郎

黒
鍬
四
人
分

一

同

拾
匁

木
津
屋
久
右
衛
門

人
足
壱
人
分

〃

弐
匁

新
屋
源
蔵

一

同
壱
人
分

弐
匁

大
津
屋
忠
助

一

人
足
壱
人

代
弐
匁

足
袋
屋
十
兵
衛

一

人
足
壱
人
半

代
三
匁

藤
屋
善
六

一

同
壱
人

代
弐
匁

中
嶋
屋
仁
兵
衛

一

同
壱
人

代
弐
匁

木
屋
庄
七

一

人
足
壱
人
分

代
弐
匁

木
弥
屋
清
助
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一

黒
鍬
四
人
分

代
拾
匁

一
口
屋
利
兵
衛

一

人
足
三
人
分

代
六
匁

大
矢
嘉
十
郎

一

黒
鍬
壱
人
分

代
七
匁
五
分

魚
屋
儀
兵
衛

人
足
壱
人
代

一

銀
札
弐
匁

大
和
屋
伊
三
郎

一

黒
鍬
弐
人
分

代
五
匁

木
屋
与
平

一

人
足
代

船
頭

仲
仕
中

并

銀
札

拾
三
匁
弐
分

又

三
百
五
拾
文

合

銀
札
九
拾
目

黒
鍬
三
拾
六
人
分

同

三
拾
九
匁
弐
分

人
足
代
之
分

残

三
百
五
十
文

〆
百
弐
拾
九
匁
弐
分

三
百
五
拾
文

- 6 -

一

壱
人

広
岡
村
源
次
郎

一

壱
人

善
次
郎

一

壱
人

又
兵
衛

一

壱
人

源
七

一

弐
人

小
十
郎

一

弐
人

助
四
郎

一

壱
人

勘
七

一

壱
人

善
四
郎

一

壱
人

利
助

一

壱
人

新
八
後
家
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一

弐
人

伊
三
郎

一

壱
人

助
蔵

一

壱
人

政
次
郎

一

弐
人

嘉
兵
衛

合
拾
四
斬

て

（
キ
リ
か
？
）
ニ

拾
八
人

広
岡
村

㊞

一

人
足

拾
五
人

上
有
市
村

右
人
足
何
時

も
差
出
可
申
候

ニ
而

一

人
足

弐
拾
五
人

下
有
市
村

右
御
手
伝
差
出
し
可
申
候
間
、
何
時

も
可
被
伝
下
候
、
併
何
人
は
申
も
前
々

御
申
し
こ
し
可

ニ
而

ニ

有
候
、
此
段
御
承
知
置
可
被
下
候
已
上
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人
足
代

一

銀
札
弐
拾
八
匁
弐
分
四
厘

切
山
村

右
之
通
差
上
候
間
、
人
足
御
願
被
下
度
奉
願
上
候

巳

三
月

（
安
政
四
年
、
一
八
五
七
年
）

一

金
弐
匁
弐
歩

笠
置
山
毘
沙
門
講
中

ト
拾
弐
匁
五
分

右
は
胎
内
く
ヽ
り
笠
石
上
并

左
之
十
三
塔
重
立
候
分
江


